
阿蘇くじゅう国立公園

第52回 自然公園等小委員会 諮問案件 資料 2ー１

・公園区域及び公園計画の変更

（第６次点検）

・国立公園事業の決定・変更について



ご説明の流れ
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１．阿蘇くじゅう国立公園について

２．今回の変更（第６次点検）について

３．パブリックコメントの対応について

４．国立公園事業の決定・変更について



３

草原のかほり、火山の呼吸。

風が遊ぶ感動の大地。

阿蘇くじゅう国立公園の概要

１．阿蘇くじゅう公園について

由布岳（野焼き） くじゅう連山のミヤマキリシマ

草千里 長者原のタデ原湿原



阿蘇くじゅう国立公園の概要

１．阿蘇くじゅう公園について

4公園区域図

⚫ 指定：昭和９年１２月４日
⚫ 面積：72,958ha（熊本県、大分県）

●見直しの経緯
昭和９年 阿蘇国立公園指定
昭和54年 再検討（阿蘇地域）
昭和56年 再検討（くじゅう地域 ）
昭和61年 第１次点検（全域）

阿蘇くじゅう国立公園へ名称変更
平成７年  第２次点検（全域）
平成16年 第３次点検（くじゅう地域）
平成21年 第４次点検（阿蘇地域）
令和２年 第５次点検（全域）

●地域概要
世界最大級の阿蘇カルデラとその中央に
そびえる中央火口丘、九州本島最高峰の
中岳や久住山を中心とするくじゅう連山
及び由布鶴見火山群からなる景観

大分県

熊本県

阿蘇山 ▲

▲

くじゅう連山

▲

由布岳

九住高原と阿蘇山
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①公園区域・保護規制計画の変更
２．今回の変更について

●公園区域の拡張等の経緯

・令和４年６月
国立・国定公園総点検事業フォローアップ結果

 “阿蘇周辺の草原”が国立公園の拡張候補地に選定

・平成28年～
満喫プロジェクトステップアッププログラム
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（前略）特に国内最大級の規模を誇る草原は、太古の時代から人が利
用することで維持されてきた優れた二次的自然環境である。この草原
には･･･草原性の多様な動植物が生息・生育している。･･･現在の国立
公園区域と同等の資質を有する広大な二次草原が周辺まで一体的に広
がっている。

2020年から継続して取り組む事項として景観保全の強化が位置づけら
れ、主要な展望地や利用道路の眺望確保を推進することとしている。

展望地や利用道路からの
可視領域の調査結果

⇒国立公園周辺に広がる同等な自然景観を持つ
エリアを公園区域に編入するとともに、主要な
展望地からの景観保全の強化を図る。

▲現行の阿蘇くじゅう国立公園
（阿蘇地域）と周辺牧野の位置



①公園区域・保護規制計画の変更
２．今回の変更について

公園区域の拡張
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●菊池市原の一部

●阿蘇郡南小国町大字赤馬場
及び大字中原の各一部

●阿蘇郡南小国町大字満願寺及び
阿蘇郡小国町大字上田の各一部

連続的に広がる草原の拡張。
→ 普通地域 （310ha）

連続的に広がる森林の拡張。
→ 普通地域 （847ha）

連続的に広がる草原と同等の
景観資質を有する地域の拡張。

→ 第３種特別地域 （1,450ha）

14カ所3,331haの拡張 （阿蘇地域のみ）

阿蘇地域

44ha

51ha

176ha

144ha

38ha

24ha

58ha

63ha

20ha

35ha

71ha
特別保護

地区
第１種

特別地域
第２種

特別地域
第３種

特別地域
普通地域 合計

変更後 1,937 4,451 14,155 22,051 33,695 76,289

変更面積 ±0 ▲4 ▲11 ＋6,459 ▲3,113 ＋3,331



阿蘇地域

くじゅう地域

①公園区域・保護規制計画の変更
２．今回の変更について

地種区分の変更、地種区分線の明確化
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●阿蘇市一の宮町坂梨、三野、中通、
山田、西湯浦及び的石の各一部

隣接する特別地域の草原と同等の
景観資質を有する地域の特別地域化。

普通地域 → 第３種特別地域
（4,621ha）

●阿蘇市乙姫 の一部

阿蘇くじゅう国立公園全体で10カ所
の地種区分線の明確化
実測線界 → 等高線（1,100ｍ）界
第２種特別地域 → 第１種特別地域
（１ha）



②施設計画（保護施設計画・利用施設計画）の変更

２．今回の変更について

●公園区域拡張に係る整理（５件）
・今回の見直しにおいて拡張した公園区

域に含まれる既存施設を把握するもの
（園地２件、野営場１件、車道２件）
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阿蘇地域

くじゅう地域

●自然再生施設の変更（阿蘇草原）

園地（押戸石）

●運輸施設の削除（２件）

野営場（甲の瀬）

●歩道事業の追加（２件）  
変更（１件）

●草原風景を活かした
宿泊利用拠点（１件）

・草原風景そのものの魅力
を活かし、周辺の施設や
体験の拠点となる宿泊利
用を促進するもの
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パブリックコメントの実施結果
３．パブリックコメントの対応について
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■概要

・実施期間 令和６年10月４日（金）から10月24日（木）

・意見募集の結果 （意見提出数）

意見提出フォームによるもの 計３通

電子メールによるもの 計０通

郵送によるもの 計０通

今回の変更案にかかるもの 計２件

■今回の変更案に関係する主な意見・概要
・文言指摘、修正等
・保護区域拡張の進め方について
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阿蘇草原自然再生施設

阿蘇草原自然再生施設【変更】

区域面積：25,494→27,976ha

執行者：環境省、関係市町村

○当該地域及び本事業の概要

・阿蘇草原は、本公園を代表する景観であり、採
草放牧や野焼き等の地域の生業によって維持さ
れている。

・本事業では、草原及びその周辺を事業決定範囲
とし、その範囲内において、自然再生施設を整
備し、自然再生を推進。

（※）自然再生施設･･･損なわれた自然環境について、当該自然環境への負荷を
低減するための施設及び良好な自然環境を創出するための施設が一体的に整
備されるものをいう（自然再生の対象地を含む。）

変更

熊本県

特別保護地区、第1.2.3種特別地域、普通地域（公有地、私有地）

●位置図

阿蘇くじゅう国立公園

採草の様子 野焼きの様子

草原の範囲

あ そ そ う げ ん

※網掛けは、今回公園
区域を拡張する範囲
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阿蘇くじゅう国立公園

○当該事業における課題とその対応

・担い手の減少により、草原面積の減少
が予想（「10年以上野焼き等の維持管
理作業が継続可能」と答えた牧野組合
は、面積比で約４割）

・阿蘇草原再生協議会（牧野組合など約
260の構成員）では、R３に全体構想を
改訂し、30年後の目標を「今と変わら
ない規模の阿蘇草原を残す」と設定。

・目標達成に向けた方策の１つとして、
環境省や市町村による野焼き維持に資
する恒久防火帯整備等の推進が挙げら
れている。

・今回、公園区域に編入される範囲を含
めて、草原維持への支援を強化するた
め、本事業の決定範囲を拡張するもの。

阿蘇草原自然再生施設【変更】

事業決定区域の拡張変更後
変更前（現行区域）
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阿蘇草原自然再生施設【変更】

・本事業では、従前継続されてきた恒久防火帯・管理道の整備や小規模樹林帯の伐
採等を継続。地元による草原維持を支援することで、草原景観の保全や草原の有
する公益的機能の維持を図る。（決定範囲の一部で行われる施設整備等の事業に
より）面としての草原維持・生態系の保全に貢献。

・恒久防火帯・作業道の整備予定箇所では、事前に植生調査を行い、希少種が確認
された場合には、生育環境の迂回や移植等の措置を検討・実施。

・小規模樹林帯の伐採は、主に人工林が対象であるため、生態系への影響は限定的。

阿蘇くじゅう国立公園

延焼対策や移動動線としての
恒久防火帯・管理道の整備

負担が大きい急峻な箇所
での防火帯切り

伐採対象とする小規模樹林帯のイメージ
15

○変更後に予定されている事業の概要



久住山南登山口宿舎【決定】

区域面積：34ha、最大宿泊者数：160人/日

執行予定者：民間決定

第3種特別地域（民有地）

阿蘇くじゅう国立公園

久住山南登山口宿舎
く じ ゅ う さ ん み な み と ざ ん ぐ ち

○当該地域の概要、利用状況等

・事業地は竹田市久住高原の中心部に位置し、土地所有者によって野焼き等によ
り草原環境が維持されている広大な草地である。

・周辺の主な利用形態はくじゅう連山の登山や赤川温泉などの温泉利用がある他、
阿蘇五岳や大草原を眺望対象とした園地や野営場の利用が多い。

●位置図 ●公園計画図 ●事業地周辺の風景
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○当該地における課題とその対応

・地元組合による野焼き等の草原管理が、高齢化によって難しくなっている。今回、
土地使用の条件として事業執行者の野焼き維持への協力が想定されている。

・本事業の決定により、草原風景そのものの魅力を始めとし、周辺の施設や体験の
拠点となる宿泊利用（海外利用者に人気の字見台園地（天空の舞台）、乗馬体験
等のアクティビティ、地場産ワインを提供する飲食施設等）により、滞在体験の
魅力向上や、地域活性化への貢献を推進する。

久住山南登山口宿舎決定区域図

阿蘇くじゅう国立公園 久住山南登山口宿舎【決定】

事業地から阿蘇側の眺望

事業地からくじゅう連山の眺望
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阿蘇くじゅう国立公園 久住山南登山口宿舎【決定】

駐車場

休憩所
(ｱﾗｲﾊﾞﾙﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ･ｶﾌｪ)

食堂棟
(ﾚｽﾄﾗﾝ･ﾛﾋﾞｰ)

宿泊棟

温泉施設
カート等で移動

宿舎及び付帯施設の整備

○決定後に予定されている事業の概要

・上質でゆとりのある土地空間を有する高付加価値な宿舎をコンセプトとして
おり、行為許可の基準の範囲内程度の宿泊施設及び食堂棟、温泉施設、休憩所、
駐車場等を整備する。

・施設整備は必要最小限とし、広大な敷地は草原として維持し、風致や眺望の対
象及びアクティビティの場としても利用。

施設整備予定地の状況
（主として改良草地を活用）
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